
９
月
議
会
最
終
日
、
議
員
定
数

を
20
か
ら
18
に
削
減
す
る
条
例
改

正
案
が
、
鷲
野
聰
明
議
員
な
ど
14

議
員
か
ら
提
案
さ
れ
、
賛
成
15
、

反
対
３
、
（
欠
席
１
）
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
こ
れ
以
上
の

定
数
削
減
は
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
弱
め
、
市
民
の
声
が
ま
す

ま
す
届
き
に
く
く
な
る
と
し
て
、

反
対
し
ま
し
た
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

市
民
の
声
を
届
け
、
市
政
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
た
め
に
議
員
は
必
要
だ
。

ど
ん
ど
ん
減
ら
し
て
い
っ
て
は
、

少
数
意
見
な
ど
多
様
な
意
見
を
抹

殺
す
る
こ
と
に
な
る
。
定
数
削
減

は
再
考
を
求
め
る
。

ま
の
和
久
議
員

市
議
選
の
投
票
率
は
72
・
48
％
、

65
・
65
％
、
57
・
10
％
と
下
が
っ

て
い
る
。
定
数
削
減
で
身
近
に
議

員
が
い
な
く
な
り
、
市
民
の
関
心

が
薄
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
上

の
削
減
は
必
要
な
い
。

議
員
報
酬
や
議
員
・
議
会
に
期

待
さ
れ
る
役
割

な
ど
を
合
わ
せ

て
市
民
と
議
論

す
べ
き
だ
。

９
月
議
会
最
終
日
、
「
国
民
的

合
意
の
な
い
ま
ま
に
、
安
全
保
障

体
制
の
見
直
し
を
行
わ
な
い
よ
う

求
め
る
意
見
書
」
案
を
、
共
産
党

市
議
団
（
ま
の
和
久
、
か
と
う
敏

彦
、
河
合
か
っ
ぺ
い
の
各
議
員
）

と
吉
川
三
津
子
議
員
で
提
案
し
ま

し
た
。

全
国
で
意
見
書
採
択

戦
争
法
案
に
は
、
全
国
２
９
２

の
地

方
議

会

で

、

「
反

対
」

「
慎

重
審

議
」

の
意

見
書

が
採

択
さ

れ
て

い
ま
す
。
（
中
日
７
月
14
日
付
）

近
隣
で
は
、
稲
沢
市
議
会
で

「
慎
重
審
議
」
の
意
見
書
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

〔
賛
成
討
論
〕

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

愛
西
市
の
若
者
を
戦
場
に
送
る

「
戦
争
法
案
」
は
絶
対
に
許
せ
な

い
。
「
反
対
」
「
慎
重
審
議
」
の

世
論
は
６
割
に
の
ぼ
る
。
党
派
を

超
え
て
市
議
会
の
意
思
表
示
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
の
和
久
議
員

自
衛
隊
を
認
め
る
人
、
憲
法
改

正
を
求
め
て
い
る
人
も
、
現
憲
法

で
は
「
海
外
派
兵
」
や
海
外
で
の

他
国
と
の
「
武
力
行
使
の
一
体
化
」

は
で
き
な
い
、
内
閣
の
判
断
で
解

釈
改
憲
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

と
反
対
し
て
い
る
。

〔
反
対
討
論
〕

八
木
一
議
員

自
国
を
守
ら
な
け
れ
な
ら
な
い

時
に
憲
法
が
足
か
せ
に
な
っ
て
は

い
け
な
い
。
法
改
正
を
し
な
け
れ

ば
日
本
の
安
全
を
維
持
で
き
な
い

状
況
だ
。

※
か
と
う
敏
彦
議
員
は
、
病
欠
の

た
め
、
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
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愛西市委員会

愛西市議会定数を
１８に削減

共産党市議団

「市民の声が届かなくなる」と反対

戦
争
法
強
行
す
る
な
！

共
産
党
市
議
団
な
ど
で
意
見
書
提
案

来年７月参議院選の
予定候補を発表

◇愛知選挙区予定候補

すやま初美さん

◇比例予定候補

たけだ良介さん

小学校区 合併時 現 在

佐屋小学校区 ５ ０

佐屋西小学校区 ５ １

市江小学校区 ３ ３

永和小学校区 ５ ４

立田南小学校区 ３ １

立田北小学校区 ９ ２

八輪小学校区 ４ １

開治小学校区 ８ １

草平小学校区 ５ １

西川端小学校区 ３ １

北河田小学校区 ３ ２

勝幡小学校区 ５ ３

定数 ５８ ２０

学区ごとの議員数の推移

６月市議会報告

戦争法意見書案への態度（敬称略）
◇賛成

河合克平 真野和久 吉川三津子

◇反対

石崎たか子 大島 功 大島一郎 大野則男

大宮吉満 神田康史 近藤 武 島田 浩

杉村義仁 高松幸雄 竹村仁司 八木 一

山岡幹雄 鷲野聰明

◇棄権

堀田 清

1978年、静岡県浜松市

に生まれる。

愛知産業大学産業デザ

イン学科卒

デザイン会社に勤務し

ながら民青同盟で若者

の諸問題に取り組む。

2015年名古屋市北区県

議候補

1979年、長野県中野市

に生まれる。

長野市在住

家族は妻、男子３人

趣味はスノーボード

信州大学教育学部卒

日本民主青年同盟長野

県委員長として活躍。

2014年衆院選小選挙区

長野1区候補

「
戦
争
法
反
対
」

署
名
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
！



４
月
か
ら
、
愛
西
市
全
域
で
同

報
系
防
災
行
政
無
線
の
運
用
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
放
送
が
始
ま
る

と
、
市
民
か
ら
改
善
を
求
め
る
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑴
全
域
で
し
っ
か
り
聞
こ
え
る
か

ま
の
和
久
議
員

「
防
災
行
政
無
線
の
音
が
聞
こ

え
な
い
」
と
の
声
が
い
く
つ
も
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
聞
こ
え
る
範
囲

の
把
握
を
行
っ
て
い
る
か
。
調
査

の
考
え
は
な
い
か
。

総
務
部
長

避
難
勧
告
な
ど
の
緊
急
情
報
は

最
大
音
量
で
放
送
す
る
の
で
、
格

段
に
聞
こ
え
る
範
囲
は
広
く
な
る
。

机
上
計
算
で
は
ほ
ぼ
全
域
を
網
羅

し
て
い
る
。
音
達
調
査
の
予
定
は

な
い
。

⑵
地
域
情
報
伝
達
に
も
活
用
を

ま
の
和
久
議
員

４
月
か
ら
夕
方
の
み
の
チ
ャ
イ

ム
に
な
っ
た
。
「
町
内
行
事
や
市

政
の
情
報
が
流
れ
な
い
の
は
困
る
」

と
の
声
が
あ
る
。
放
送
可
能
な
内

容
を
広
げ
て
は
。

総
務
部
長

生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
価
値

観
も
多
様
化
し
て
お
り
、
従
来
通

り
の
運
用
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。

当
面
は
こ
の
運
用
で
進
め
る
。

⑶
安
価
な
戸
別
受
信
機
の
導
入
を

ま
の
和
久
議
員

地
震
時
に
は
、
自
宅
が
安
全
な

ら
自
宅
で
生
活
す
る
市
民
も
多
い
。

災
害
後
の
支
援
や
情
報
伝
達
が
重

要
だ
が
、
Ｆ
Ｍ
は
入
り
づ
ら
く
、

停
電
で
テ
レ
ビ
は
見
れ
な
い
。

戸
別
受
信
機
は
、
最
近
、
安
価

な
方
式
が
生
ま
れ
て
い
る
。
あ
き

ら
め
ず
、
実
施
に
向
け
検
討
を
。

総
務
部
長

自
宅
の
安
全
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、

自
宅
で
過
ご
し
て
も
ら
う
の
が
よ

い
。戸

別
受
信
機
の
機
能
は
有
効
な

こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
経
費

の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の

手
段
で
情

報
伝
達
で

き
る
よ
う

に
な
っ
て

い
る
の
で
、

現
在
、
行

う
予
定
は

な
い
。

「国
民
健
康
保
険
税
」

18
歳
未
満
均
等
割
減
額
を

国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
は
、

乳
幼
児
で
も
障
害
や
高
齢
で
就
労

で
き
な
い
方
に
も
か
か
り
ま
す
。

一
宮
市
で
は
、
低
所
得
世
帯
の

減
免
が
適
用
さ
れ
な
い
世
帯
に
対

し
て
、
18
歳
未
満
、
高
齢
者
、
障

害
者
な
ど
を
対
象
に
均
等
割
の
減

額
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
の
和
久
議
員

子
育
て
世
帯
な
ど
、
家
族
の
多

い
世
帯
は
負
担
も
重
い
。
ま
ず
は

18
歳
未
満
の
加
入
者
の
い
る
世
帯

へ
均
等
割
の
減
額
を
導
入
し
て
は
。

市
民
生
活
部
長

市
で
は
、
災
害
、
失
業
、
生
計

中
心
者
の
死
亡
、
長
期
入
院
な
ど

で
減
免
が
あ
る
。
国
の
補
助
も
な

く
、
財
政
状
況

も
大
変
厳
し
い
。

現
行
の
規
則
で

行
っ
て
い
き
た

い
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
、
日
永
市
政
の

子
育
て
支
援
に
対
す
る
取
り
組
み

を
質
問
し
ま
し
た
。

合
計
特
殊
出
生
率

県
下
２
番
目
の
低
さ

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

最
近
発
表
さ
れ
た
愛
西
市
の
合

計
特
殊
出
生
率
は
、
１
・
２
５
と

愛
知
県
下
で
は
、
２
番
目
に
悪
い
。

市
は
、
数
値
を
上
げ
る
た
め
の

目
標
を
定
め
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長

目
標
を
定
め
て
い
な
い
。
地
方

創
生
総
合
戦
略
を
進
め
る
中
、
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
し
、
目
標
の

検
討
を
行
う
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
大
行
わ
ず

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

地
域
創
生
先
行
型
交
付
金
を
利

用
し
て
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

を
拡
大
し
た
自
治
体
が
あ
る
。
中

学
校
卒
業
ま
で
の
拡
大
を
行
い
、

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

交
付
金
は
、
一
過
性
の
も
の
で

あ
り
、
将
来
に
わ
た
る
安
定
し
た

財
源
の
保
障
が
な
い
。
少
子
化
に

つ
い
て
は
、
結
婚
し
な
い
人
が
増

え
た
り
、
様
々

な
要
因
に
よ

る
。
子
ど
も

の
医
療
費
助

成
を
拡
大
し

な
い
こ
と
の

影
響
は
少
な

い
。

キ
ャ
ン
プ
・
自
然
教
室
補
助
金
、

出
産
祝
い
金
も
廃
止

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

キ
ャ
ン
プ
の
補
助
金
、
自
然
教

室
の
補
助
金
を
廃
止
し
た
経
緯
は
。

３
人
目
の
出
産
に
つ
い
て
の
出

産
祝
い
金
も
廃
止
し
た
が
、
そ
の

経
緯
は
。

教
育
部
長

キ
ャ
ン
プ
や
自
然
教
室
の
補
助

金
は
、
あ
ま
市
を
除
い
た
近
隣
市

で
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
廃
止
を

し
た
。

子
育
て
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当

部
長第

三
子
以
降
の
出
生
数
が
横
ば

い
と
な
っ
て
お
り
、
祝
い
金
の
支

給
が
出
生
数
の
向
上
に
必
ず
し
も

結
び
つ
か
な
い
こ
と
や
近
隣
市
で

は
行
っ
て
い
な
い
の
で
廃
止
し
た
。

市
長
「
議
会
が
反
対
な
の
で
医
療

費
助
成
の
拡
大
は
し
な
い
」

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
策
を

削
減
す
る
日
永
市
政
、
「
若
い
子

育
て
を
し
て
い
る
日
永
市
長
だ
か

ら
子
育
て
の
苦
労
は
分
か
っ
て
く

れ
る
と
思
っ
て
い
た
が
残
念
」
と

い
う
声
が
あ
る
。
そ
の
声
に
も
応

え
、
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も

で
き
る
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡

大
を
求
め
る
。

日
永
市
長

持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
も
、
事
業
の
検
証

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
昨
年
の
議
会
に
お
い
て
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
議
会
と
し
て
、
否
決
し
て

い
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、
施
策
を

進
め
て
い
く
。
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少
子
化
進
む
中

子
育
て
支
援
が
後
退

「防
災
行
政
無
線
」

戸
別
受
信
機
の
導
入
を

まの和久

議員

河合かっぺい

議員

【
日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問
】

佐屋駅の安全対策具体化へ

佐屋駅前のコインパーキングを調整し、

駅前ロータリーをカラー塗装でわかりや

すく表示して、車の乗り入れがしやすい

ようにする計画で、市が名鉄と交渉して

いることが明らかになりました。大野則

男議員の一般質問の中で、経済建設部長

が答えたもの。

この間、数年にわたって、河合かっぺ

い議員、下村一郎前議員が「まず駅前の

改善を」と要求

してきたことが、

一歩すすみまし

た。


